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【学位論文審査の要旨】 
 本学位論文の最終的な目的は、ターミナルケアに携わる看護師の empowerment を明ら
かにし、ターミナルケアにおいて無力感や自責の念などを抱えバーンアウトに陥りやすい
看護師の支援に貢献することであった。申請者は、この目的を達成するために、以下の研
究を実施している。 
 研究１：ターミナルケアに携わる看護師における empowermentの概念分析 
 研究２：日本の医療機関でターミナルケアに携わる看護師 445 名を対象とした Work 
Empowerment Model(Laschinger et al. , 2001)の有効性の検証 
 研究３：研究１、２に基づき開発したターミナルケアに携わる看護師の心理的
empowerment の構成概念の構造モデルと関連する諸要因の関係性についての共分散構造
分析による検証 
 研究の結果、看護科学における新たな知見として以下のことが得られた。 
１）ターミナルケアに携わる看護師のempowermentの概念が[power]，[発展的なプロセス]、
[相互作用の中で育まれるもの]の３つの構成概念からなることが示された。さらに
[power]は、権利や権限、能力に加えて、認知・感情的、行動的要素を示すものとして特
徴づけられることが明らかになった。 
２）カナダで開発されたWork Empowerment Modelが日本のターミナルケアに携わる看
護師においても有効であることが検証された。 
３）ターミナルケアに携わる看護師の心理的 empowerment は、＜有意味感＞、＜自己決
定＞、＜自己の能力に対する信頼＞、＜影響力＞の４つの構成概念からなり、それらは
円環構造をもつことが明らかになった。また、４つの構成概念に影響する要因について
は、組織の＜支援＞、向上や学習への＜機会＞を与えるなどの構造的 empowermentと、
看護師のあり方及び看護実践のあり方などの看護師の特性から十分な適合度をもつモデ
ルを示した。 
 看護学において「empowerment」は重要な概念として位置づけられ、これまで看護師を
対象とした研究においては、看護師自身の自律性や決定権が保証されるような組織および
看護管理のあり方、リーダーシップのあり方などの研究がされてきてはいる。本研究の独
創性のひとつは、ターミナルケアに携わる看護師自身が自らを励ましていく力を
empowermentという概念として明らかにした点である。これらの研究の成果は、ターミナ
ルケアに携わる看護師への具体的な支援の方策の開発や研究、教育の質向上に寄与するも
のと高く評価できる。 
 口頭試問では、①研究成果の独創性について、②モデルの構成概念と概念間の関連につ
いて、③分析方法、④研究成果の実践への応用、⑤今後の研究の方向性などについて論議
された。申請者からはこれらの質問に対して妥当な回答が得られた。また指摘に対しても
真摯に取り組む姿勢が認められた。申請者の研究への情熱と粘り強さ、看護科学を発展さ
せ、看護実践の向上を図ろうとする熱意、さらに専門的知識の深さや人間としての誠実さ
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は研究者としての資質を備えていると評価できる。また今後の課題と責任についても理解
し、取り組む意欲が示された。 
 以上から、本研究が博士論文に値し、申請者は博士（看護学）の学位に相当する学識と
研究能力を有するものと判断する。 
